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保護者の皆様へ

大田原市立紫塚小学校長 藤原 真理子

大規模災害発生時における児童引き渡しについて

日頃より本校の安全教育に御理解・御協力をいただき誠にありがとうございます。

児童が安全に下校できるよう、大規模災害発生時は、次のようにマニュアルに従い引き

渡しを実施します。本年度は、雷雨時、安全な下校を実施するために、すでに２度引き渡

しを実施しております。大きな問題なく実施できましたのは、保護者の皆様の御理解・御

協力のお陰であり、心より感謝しております。

今後も、全ての児童が安全に帰宅できるよう職員一同努めていきます。引き続き、御理

解・御協力をお願い申し上げます。

記

大規模災害等発生時における児童の引き渡しマニュアル

１ 引き渡しを実施するケース

○ 大規模な自然災害（地震・大雨等）が発生し、大きな被害が出たとき

○ 雷雨、竜巻などの注意報が発生し、安全が確保された下校ができないとき

○ 不審者が学校に侵入し、実被害が出たとき

○ 近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、児童に危害が及ぶ恐れが

あるとき

○ 弾道ミサイルが発射され、近隣地域に着弾した場合

２ 引き渡しについての連絡手段

(1)通信手段（携帯メール・電話）が使えるとき

引き渡しを実施する場合は、原則、学校から連絡（緊急メール）をして、児童の引

き取りを依頼します。

(2) いっさいの通信手段が途絶し、連絡できないとき

学校に児童を待機させ、保護者の皆様の来校を待って引き渡します。

上記の１「引き渡しを実施するケース」を踏まえて、保護者の皆様の判断で来校し

てください。

３ 引き渡し場所

(1)大規模な自然災害（地震・大雨等）・注意報発生により安全な下校ができないとき

弾道ミサイル等で、大きな被害が出たとき、不審者が学校に侵入し、実害が出たと

き、近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、児童に危害が及ぶ恐れがあ

るとき

原則、学校（校舎内）を引き渡し場所とします。※別紙校内図参照

教室棟、特別教室管理棟１階教室に下記のように育成会ごとに待機します。

育成会 待機場所

①深川１ 特別教室管理棟理科室

②紫塚 １年２組教室

③沼の袋 １年１組教室

④栄町、成田町 ２年１組教室

⑤深川２ ２年２組教室

⑥スクールバス利用 管理棟２階図書室

⑦お迎え児童 職員玄関前

⑧学童児童 管理棟、教室棟通路



感染症などに配慮する必要がある場合は、２グループに分かれた時間差下校を実施

します。

Aグループ・・・沼の袋、栄町、紫塚、成田町、赤堀東

Bグループ・・・深川、学区外

(2)大規模な自然災害（地震)校舎内に待機することが困難な場合

原則、学校（校庭）を引き渡し場所とします。

校庭に育成会ごとに待機します。※別紙 校庭図参照

４ 来校する方について

円滑かつ安全な引き渡しのために、以下の点について、御協力をお願いします。

(1) 家庭内で引き取りに来る方を決めておいてください。

・引き取りの方は、原則保護者です。

・保護者が、引き取りができない場合は、親族の方にお願いします。

・保護者、親族以外の引き取り者は、お子さんが確認できる人をお願いします。そし

て、学校へ電話連絡をしてください。

5 引き渡しの手順

○ 大規模な自然災害（地震・大雨等）が発生し、大きな被害が出たとき

○ 雷雨、竜巻などの注意報が発生し、安全な下校ができないとき

○ 不審者が学校に侵入し、実被害が出たとき

○ 近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、児童に危害が及ぶ恐れ

があるとき

○ 弾道ミサイルが発射され、近隣地域に着弾した場合

⇩
○学校から「引き渡し実施」の ○学校からの連絡ができない状態に

連絡があった場合 なっていると思われる。

引き取り者を決める

⇩
引き取り場所へ（教室棟または校庭）

(1) 駐車場

東、西駐車場を駐車場とします。

その際、混乱・混雑が予想されるため、全家庭正門より入り、西門から出られるよ

う一方通行による誘導をしますので、御理解・御協力をお願いします。

状況によっては、校庭を駐車場とする場合もあります。

(2) 受付

校舎内の場合、育成会ごとに待機している教室の外窓より、迎えにきたことの合図

をしてください。児童の引き渡しをします。教職員に児童名、引き取り者を告げてく

ださい。

例：「○年○組児童名○○の（母）です。」と告げてください。

(3) 引き渡し

お子さんが引き取り者を確認できたら引き渡します。


